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第 1 章 発音とアクセント 

 

第１部の発音の問題は基本的に４級と変わらず、発音とアクセントの問題は、
強勢・弱勢のイントネーション、短音・⻑音、ch の発音、そしてch，j，v，
g，ie，eu/äu のゲルマン語由来の語と外来語の発音の違いの問題からなる。
４級より難易度が⾼いところを、例を挙げて説明しよう。 

本章の目次 

１ アクセント 

２ 短音・⻑音 

３ ⼦音の異なる発音の問題 

４ ⺟音の異なる発音の問題 

５ 答えを強調して発音する語の問題 

1 アクセント 
ゲルマン語由来の語はアクセントが第１音節にあるという原則がある。ただ
し、接頭辞（前つづり）がついている場合は元の語にある。gestern（昨日）
や gegenüber（反対）等はアクセントが第１音節にあるのに対し、gemütlich

（快適）や Gebäude（建物）等は、元の語Mut や bauen に接頭辞がつき、
Mut-Gemüt-gemütlich、bauen-gebaut-Gebäude という風に変化してきた語
である。そのため、アクセントが元の語の語幹に残っているから２節目にあ
る。 
さらに、非分離動詞と分離動詞の場合も強勢・弱勢のアクセントの場所が異
なる。分離動詞の場合はアクセントが分離する接頭辞にある（auf|stehen，
ich stehe auf）が、非分離動詞の場合は元の動詞の語幹にある（verstehen，
ich verstehe）。そのため、動詞が分離するかしないかを覚える必要がある。 

非分離接頭辞 be-，ent-，er-，ge-，hinter-，miss-，ver-，zer- 

分離接頭辞 ab-，an-，auf-，aus-，bei-，dar-，ein-，los-，nach- ，
rück- ，vor-，wieder-，zu-，zwischen- 
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2 短音・⻑音 
この問題は４級とほぼ同じである。原則として、子音が１つだと前の母音が
長く、２つ以上が連なると前の母音を短く発音するといえる。ただし、ch と
schを除く。１つの音「ッヒ」、「シュ」という発音に代表されるchとschは、
２つの子音として数えられない。また、新正書法以降はSchifffahrt（航海）＝
Schiff（船）＋Fahrt（走行）や、Fußballlehrer （サッカーの先生、コーチ）
＝ Fußball ＋ Lehrer の場合は、２つの子音にもう１つが加われば合計３つの
子音になる。このような言葉は数が少なく、しかも、ドイツ語技能検定試験で
は、旧正書法と新正書法を併用しているので、出題の確率が低い。 

なお、上記の子音が２つ＝前母音が長い、子音が１つ＝前母音が短いという
ルールは強勢のアクセントのある音節だけに当てはまる。 

例▶ 

Oberschule b，l 子音が１つで、アクセントがあり O、u の発音が長い 

Universität n，v は１つしかないが、アクセントが-ät にあるので U，i の発
音が短い 

Politik，Kritik の場合、l，t は１つしかないが、アクセントがないので、そ
の前の o，i は短く発音される。アクセントが-ik にあるので、i だけは長く発
音される。 

強勢アクセントについて、ゲルマン語は「強・弱」が原則だが、３音節の言
葉のアクセントは「弱・強・弱」になる。接頭辞のある場合は、接頭辞に強勢
アクセントが置かれない。 

Gefühl（感情），beliebt（人気のある）の場合、１音節目の ge-，be-が元の
動詞の fühlen，lieben につき、接頭辞にはアクセントがないので、そのあと
に子音が１つしかないにもかかわらず、短く発音される。接頭辞ではないが、
lebendig（生きている）も３音節なので、真ん中にアクセントが来るグループ
に入る。  

接尾辞の-eiと-urで終わる名詞と、-ierenで終わる動詞は、常に強勢アクセ
ントが最後の音節に置かれる。 

例▶ die Bäckerei パン屋  das Abitur 高校卒業試験  fotografieren 写真を撮る 

また、-sch，-x の前の母音が常に短く発音される。 

例▶ Tisch 机  Fisch 魚  Hexe 魔女  boxen ボクシング 
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-ch はより複雑であり、その前の u が長く、a，o は短く発音される。 

例▶  

Buch 本  Tuch 布  Geruch 匂い →長く発音 

Bach 小川  Krach 騒音  Loch 穴  doch やはり →短く発音 

3 ⼦音の異なる発音の問題 
j，v，g，ch の子音に関する問題である。j の場合、元々ドイツ語には d 

「ジ」の発音は存在しないが、主に英語由来の外来語の場合は、やはり「ジ」
と発音される。Jeans（ジーンズ），Jazz（ジャズ），Jeep（オフロード車）
など。 

また、同じ  「ジ」の音はフランス語由来の語の場合に g で表すことが多い
（細かい話をすれば、上の d よりはやや柔らかく、頭音の d はないので、 

だけ表記している）。この音は、フランス語の発音の法則に基づき a，u，oの
前では g，e，iの前では  （ジ）と発音される。 

例▶ Orange オレンジ  Genie 天才  Gelatine ゼラチン 

Gelee ゼリー  genieren 恥ずかしがる 

Garage 車庫（「ガラージェ」最初の Ga は「ガ」） 

子音の異なる発音の問題では、言葉の由来を見極める能力が問われる。
Ingenieur，Journalist もフランス語由来なので、ge-と j-を  「ジ」と発音す
る。Genie はそのままのフランス語の発音だが、その形容詞の genialの発音
はドイツ語化され、genialは「ゲ」になっている。 

 

フランス語以外に、ギリシャ語由来の語も多少ある。Chaos（カオス、混
乱），Charakter（性格、キャラクター），Chor（合唱団）は K「カ」と「コ」
と発音されるが、フランス語由来の語は  「シュ」と発音される。 

例▶ Chance チャンス  Champagner シャンパン  Chef 社長、ボス 

Point▶ Chance は、ドイツ語では、日本語のような「チャ」ではなく「シ
ャ」と発音される。また、Chef は「社長、上司、ボス」という意味で、料理
人のトップを意味するシェフは Chefkoch という。 




